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明
治
三
十
三
年
（1900

）
宮
城
県
岩
出
山







町
在



の
中
農
の
家
に
生
ま
る
。
当

時
既
に
こ
の
層
の
没
落
は
、
全
農
民
階
級
中
最
も
甚
し
く
、
私
の
家
も
ま
た
そ

の
例
に
も
れ
ず
只
管






に
没
落
へ
の
途
を
急
い
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知

っ
て
父
は
急
に
足

掻

き
出
し
、
奪
還
策
と
し
て
、
山
林
田
畑
を
売
り
払
っ
て
い

ろ
い
ろ
の
事
業
に
手
を
つ
け
、
失
敗
に
失
敗
を
重
ね
、
却



っ
て
加
速
度
を
与
え

る
の
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
そ
の
間
、
僅
か
に
七
八
年
、
私
は
、

ど
ん
底
の
中
で
小
学
校
を
卒
業
し
た
。

　
随
っ
て
、
中
等
の
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
悶
々
の
日
を
送
る

う
ち
に
、
機
関
車
に
対
す
る
憧
憬
止
み
難
く
、
十
六
の
夏
北
海
道
に
走
り
、
そ

の
秋
、
池
田
機
関
庫
に
就
職
。
　
　
こ
の
頃
よ
り
、
文
学
書
に
親
し
む
機
会
多

く
、
文
学
に
対
し
て
漫
然
と
し
た
興
味
を
抱
く
。

　
併
し
父
は
機
関
車
の
危
険
を
怖
れ
、
翌
十
七
の
晩
春
、
母
危
篤
の
虚
を
構
え

て
郷
家
へ
呼
び
戻
さ
れ
た
。
　
　
再
び
鬱
々






の
日
来
た
り
、
約
一
年
半
、
父
や

叔
父
の
読
み
古
し
た
軍
記
、
文
学
、
講
談
な
ど
の
雑
誌
に
埋
れ
て
夢
を
見
続
け

て
い
た
。

　
十
八
の
秋
に
上
京
。
今
村
力
三
郎
法
律
事
務
所
に
寄
食
。
私





に
文
学
を
志
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
日
も
早
く
父
母
の
生
活
を
支
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
立
場
か
ら
、
奨
め
ら
れ
て
電
機
学
校
に
籍
を
置
く
。
電
機
学
校
に
は
ア
ド
バ

ン
ス
・
コ
ピ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
教
師
の
講
義
を
直
接
に
聴
く
の
必
要
は

な
く
、
通
学
の
時
間
を
毎
日
一
ツ
橋
図
書
館
に
利
用
し
、
学
校
の
方
は
試
験
だ

け
を
受
け
て
進
級
し
て
い
た
。

　
約
二
カ
年
に
し
て
卒
業
に
近
く
、
電
機
技
術
師
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
怖

れ
て
い
た
こ
ろ
、
偶
然
に
も
父
の
危
篤
に
接
し
て
郷
家
に
戻
り
、
父
母
の
生
活

を
助
く
べ
く
、
郷
里
の
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
通
う
。

　
こ
の
頃
か
ら
、
文
学
へ
の
熱
望
甚
し
く
、
再
び
今
村
力
三
郎
氏
に
寄
食
し
、

国
民
英
学
会
、
国
漢
文
研
究
所
、
日
本
大
学
な
ど
を
転
々
し
て
、
比
較
的
文
学

の
道
に
直
接
と
す
る
学
科
の
聴
講
に
努
め
た
。
　
　
す
る
う
ち
、
肋
膜
炎
に
や

ら
れ
、
医
師
か
ら
、
約
二
カ
年
間
の
座
食
を
命
ぜ
ら
れ
、
徹
底
的
に
文
学
書
を

熟
読
す
る
の
機
会
を
得
た
。
健
康
恢
復
と
同
時
に
、
自
ら
の
働
き
を
も
っ
て
生

活
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
中
央
局
通
信
事
務
員
、
河
口
鉄
工
場
職
工
、
東
京

地
方
裁
判
所
雇





、
そ
の
他
二
三
を
転
々
と
し
て
、
東
京
市
水
道
拡
張
課
の
土
木

監
督
と
な
り
、
震
災
と
同
時
に
失
職
。
二
カ
月
ほ
ど
土
工
を
し
て
旅
費
を
つ
く

り
、
郷
家
に
転
が
り
込
む
。

　
帰
郷
中
、
妻
の
出
産
と
共
に
、
座
食
を
抬





ば
れ
ず
、
百
姓
仕
事
を
手
伝
っ
て

は
見
た
が
、
圧
迫
の
感
に
堪
え
得
ず
し
て
上
京
。
建
築
人
夫
、
土
工
人
夫
等
の
、

全
く
筋
肉
労
働
者
の
群
に
投
じ
て
約
一
カ
年
を
送
る
。
筋
肉
労
働
中
、
「
文
章

倶
楽
部
」
へ
の
投
書
に
依
っ
て
加
藤
武
雄
氏
を
知
り
、
拾
わ
れ
て
訪
問
記
者
と

な
り
、
大
正
十
四
年
の
秋
頃
か
ら
「
文
章
倶
楽
部
」
の
編
輯
を
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
て
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
　
　
併
し
、
編
輯
に
於
い
て
は
原
稿
の
計
算

方
法
か
ら
教
え
導
か
れ
、
小
説
に
於
い
て
は
、
処
女
作
以
来
今
日
も
な
お
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
加
藤
武
雄
氏
へ
の
恩
義
を
思
わ
ず
し
て
は
、
私
は
い
つ

も
自
分
の
過
去
を
顧




る

こ
と
が
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
三
月
一
日
執
筆
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